
線区別収支と営業係数 （２０１９年度）

＜凡 例＞ 営業係数

500以上

200 ～ 500

150 ～ 200

100 ～ 150

100以下

営業係数

営業収益
営業費100 30.0億円

30.0億円

▲0.0億円 営業損益

営業係数＝
営業費

営業収益
×100

※ 100円の収入を得るために要する費用
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引田131 27.5億円
21.0億円

▲6.6億円

109 15.6億円
14.3億円

▲1.3億円

122 51.9億円
42.6億円

▲9.4億円

100 32.8億円
33.0億円

0.1億円

158 20.0億円
▲7.4億円 180 12.4億円

6.9億円

▲5.5億円

334 2.3億円
0.7億円

▲1.6億円

190 10.0億円
5.3億円

▲4.7億円

1137 9.5億円
0.8億円

▲8.7億円

213 16.7億円
7.9億円

▲8.9億円

322 7.2億円
2.2億円

▲5.0億円

131 44.1億円
33.6億円

▲10.5億円

184 43.3億円
23.6億円

▲19.7億円

158 6.5億円
▲2.4億円
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9.6億円

▲12.2億円

541 7.7億円
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1.4億円

１２．７億円

4.1億円

営業収益
（百万円）

営業費
（百万円）

営業損益
（百万円）

営業係数

JR四国全線 24,051 37,199 ▲13,148 155

843
▲8.3億円

9.4億円

１．１億円
172 34.0億円

19.8億円

▲14.2億円

※共通費の線区配賦に平均値を採用しているため、
線区別収支の合計値とJR四国全線の値は一致しない。

※端数は四捨五入処理。
※今後、共通費の線区配賦方法を見直すことがある。

①線区の営業キロで按分 ②線区の輸送人キロで按分
③線区の旅客運輸収入で按分 ④線区の収入で按分
⑤線区の共通費を除く費用で按分 ⑥費用の項目別に管理費を直接費の割合で按分

（例：車両管理費ならば、車両保存費の割合で按分など）

※共通費は、以下の６つの考え方により線区に配賦し、
その最大・最小値に基づく平均を採用している。
なお、鉄道線路使用料収入等は含まない。

（共通費：線区に直課できない本社部門経費や減価償却費、諸税等）
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